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第１回小郡市子ども・子育て会議 会議要約 

日時 平成 25 年 10月 21日（月）10：00～11:35 

場所 小郡市役所北別館２階 大会議室 
出席者 ＜委員＞ 

飯田委員、石田委員、今吉委員、大石委員、梶原委員、組坂委員、島田委員、

鈴木委員、立野委員、寺﨑委員、西本委員、平井委員、堀内委員、村橋委員 

＜事務局職員＞ 

中村保健福祉部長、伊東子育て支援課長、木原子育て支援係長、 

成冨子育て支援係員、栗山子育て支援係員 

（株）ジャパンインターナショナル総合研究所 山部 

資料 

 

・第１回 小郡市子ども・子育て会議次第 

・小郡市子ども・子育て会議委員名簿 

・子ども・子育て支援新制度に関する資料（資料１～10） 

・次世代育成支援対策推進法の延長等の検討について(資料 11) 

・小郡市における子どもの推移(資料 12) 

・小郡市における利用状況(資料 13) 

・子ども・子育てニーズ調査について（資料 14） 

・小郡市子ども・子育て支援にかかるニーズ調査案（就学前児童）(資料 15) 

・小郡市子ども・子育て支援にかかるニーズ調査案（小学生児童）(資料 16) 

・小郡市子ども・子育て支援事業計画策定スケジュール案（資料 17） 

会議内容 

１ 委嘱状交付 
２ 市長あいさつ 
３ 委員自己紹介 
４ 委員長及び副委員長選出 

委員長に石田久治氏、副委員長に梶原潔氏に決定 
５ 議題 
（１）子ども・子育て支援新制度について 

事務局からの資料説明後、意見を求める。→意見・質問等なし 

（２）子どもや子育てを取り巻く現状 

事務局からの資料説明後、意見を求める。 
・校区別の地域人口に対する０歳から 15歳までの児童数の割合を知りたい。また、同資料の中

に特別支援学校に在籍されている人数を入れてほしい。 

→特別支援学校の人数も含め、校区別の年齢別人口割合の資料を、次回の会議までに準備す

る。 
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・事業内容を把握しておくためにも、それぞれの事業所から説明をしたほうがいいと思う。今

後、検討していくにあたり、幼稚園と保育所の区分の違いや、待機児童がいる理由について

共通理解が必要であると考える。 

→事務局より、入所条件等の説明を行う。 

→認可保育園は部屋面積や保育士の数が厳しく定められているので、入所希望があっても保

育士や部屋面積の不足により入所を断らざるを得ない。（委員より、待機児童が生まれてい

る理由の説明） 

→幼稚園は学校教育法に沿って、年間計画を策定し実施している。夏休みなどの休み期間中

も預かり保育を実施している。（委員より、幼稚園の説明） 

・資料 13にある延長保育事業について、平成 24年度実績では 30分の延長実施は８カ所に増え

ているが、１時間は２カ所と少なくなっているのはなぜか。 

→延長保育の時間は、毎年ニーズが変わるので、園でニーズと人員配置を踏まえて変更して

いる。 
・幼稚園の定員割れは、地域性があるのか。また、市内の幼稚園間で調整はしていないのか。 

→公立幼稚園が大きく定員割れをしている。幼稚園は保護者が直接申込みをするので、調整

はしていない。 

・学童保育所の定員や夏休みの対応はどうなのか。また、学童保育所に入るための基準、帰り

は迎えになるのか聞きたい。 
→国のガイドラインでは１学童保育所の定員が 70名（平常時）であり、夏休みも朝から夕方

まで実施している。入所基準は、ひとり親や共働き、介護や入院など子どもが帰宅した時

に保護者がいないということが条件となっている。５時までに帰る子どもは自分で帰宅し、

延長の申込みをしている子どもは原則迎えとなる。 

・再来年から学童保育所に４年生から６年生も受入れが可能となるが、準備をしているのか。 
→正式決定ではないので特に準備はしていないが、経年劣化による建替を行う場合は、６年

生までの受入れも見越して検討するようにしている（委員より回答） 

（３）ニーズ調査（案）について 

事務局からの資料説明後、意見を求める。→意見・質問等なし 
６ その他 

事務局より今後のスケジュールの説明 
７ 閉会のあいさつ 
 


